
 

 

                                            

 

 

ＪＡ水郷つくばパソコン研究会会報    2022年 12月号 

 編集・発行 JA 水郷つくばパソコン研究会  

事務局：ＪＡ水郷つくば 営農部営農企画課 

住所：土浦市田中１－１－４ 電話：823-7001 

ホームページ   https://www.dappe.com/ 
ブログ  https://dappe-pc.blog.jp/          

メールアドレス japc2@dappe.com  

 FACEBOOK JA水郷つくばパソコン研究会  

Instagram ＃JA水郷つくばパソコン研究会       

 定例会予定  学習のテーマ:パソコン簿記、エクセル、スマホ、SNS 

◆12 月 6 日 PC フォーラム発行など（年内最終）13、20 日 WEB 

◆１月 10 日定例会、17，24 日 WEB、31日 PC フォーラム発行など 

※定例会予定は変更になる場合があります。HP、SNS 等をご覧ください。 

 コロナ第８波と物価上昇！！   

  皆さんこんにちは。夏から秋初めにはコロナ感染も下が

ってきた時から全国旅行支援や外国人旅行者の受け入れ枠

増大などが行われてきましたが、今現在は第８波といわれ

る感染増大になっています。 

農業資材も違わず値上がりしていますが、生活必需品はその前よりどんど

ん上がっています。その中の肥料については農家への肥料の助成の対象と

なるのは今年の秋肥（6 月～10 月）と来年の春肥（11 月～来年 5 月）です。

2008年のときと同様、「コスト上昇分の 7割」が補填されるますが、手続きは

簡素化されました。農家が提出する書類は、前回は「前年の伝票」と「当年

の伝票」の両方が求められましたが、今回は「当年の伝票」（肥料購入の領収

証など）だけでよいことになりました。 

また、前回は個々の農家ごとに「前年」と「当年」の伝票を基にコスト増加

分を計算する仕組みだったため、事務手続きが膨大になり、農家や行政など

に重い負担となりました。今回は全国一律で同じ計算式でコスト増加分を算

出する方式となり、農水省は「手続きが簡素化されることで農家に早く助成

金を支払うことができる」と説明しています。 

今月の特集・・・スノーボールアース・全球凍結 

 

 地球が誕生して４６億年、その長い

間には赤道に至るまでの地表全体が

氷に覆われたことがあるということが

わかってきました。スノーボールアー

ス（全球凍結）と呼びます。 

ここでの年数は何千万年とか何億年

という桁はずれの数字なので、４６億

年前を１月１日としてそれからは月日

に換算した日付を入れました。（ ）の

中。 

参考までに現生人類が誕生した２０万

年前の時間は１２月３１日の午後１１

時３７分にあたるそうです。 

 

スノーボールアース現象は３回からあるいは４回あったとも言われています。１

回目は今から約２２億年前（６月２８日）、その後約６億年前（１１月14日）から７

億５千万年前（11月10日）の間に２回目と３回目あるいは４回目があったという事

です。 

約２２億年前（６月２８日）の凍結は原因として、その時代の地殻変動で火山活

動が減少し排出される二酸化炭素が減った事。海の中でシアノバクテリア（藍

藻・らんそう。酸素発生を伴う光合成をする細菌）が増殖して大気中の酸素が多

くなった事。また当時の太陽活動は今の７０％程度だった事など。ちなみに太陽

活動は１億年に１％ずつ明るさを増しているそうですが、仮に今の太陽活動が７
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０％に減少したら地

球は凍結すると言わ

れている。 

そのスノーボールア

ースの確認は古い

地層の地質調査で

赤道付近から氷河

の痕跡が発見され

たことによります。研

究者によれば、岩石

が形成される時その

石があった場所の磁気（南北・緯度）が記録される。赤道近くに形成されたはず

の場所の岩石でも氷河特有の石が世界各地で発見されてその研究成果として

スノーボールアース説が発表されました。 

地球は一旦冷えて氷で覆われ始めると、太陽からの熱を反射して暖まりにくくな

るため数千万年と長い単位でだんだん気温は下がってきます。それで当時の平

均気温はマイナス５０℃、赤道付近でもマイナス２０℃だったといいます。また海

洋も深さ１０００メートルまで凍ったとされる。 

２２億年前（６月２８日）の凍結した世界の中で生命は生きていたのか？。その当

時はバクテリア（細菌類）がいましたが、中には真空状態の中でも生存できるも

のや高圧の中でも生きているものも有るので一部の生命は生き続けていたと考

えられている。 

地球は氷で覆われていましたが火山活動は続き二酸化炭素を排出しつづけ、次

第に濃度が高まってきました。その結果温室効果が強まって氷が解け始めま

す。地表が現れると融けた水と太陽光で岩石の風化が進み溶けた養分が海に

流れ込みます。栄養分豊かになった海水中では息をひそめていた生物が活動を

始め増殖して種が進化していったとされます。 

７億５千万年前（１１月１０日）から６億年前（１１月１４日）の凍結現象も前と同じ

状態だったと見られていますが７億５千万年前（１１月１０日）の後にはそれまで

単細胞の細菌類だったものが多細胞の生命が海の中で生まれ大繁殖します。

海の中は有害な紫外線が届かないためです。光合成生物の活動で酸素が増え

てくるとオゾン（Ｏ3）の濃度が高まって紫外線が減少し、陸上にも生命があふれ

てきます。 

 ３億年前となると温暖となり、巨大なシダ類などが大森林を作っていた。地上で

は翼長７０ｃｍもある巨大トンボ、２ｍもある巨大ヤスデなど大型化した昆虫、ム

カデ、クモ、甲殻類が生息していた。植物の活発な活動で二酸化炭素が減少し

酸素が増えた、これは数億年続いたがそのことでやがて地球は寒冷化し氷河期

となる原因だとされる。 

３億年前の巨大シダ類は湿地帯で大量に堆積しやがて地中で高温高圧にさらさ

れて石炭となった。今から１００年以上前の産業革命から石炭が大量に使われ

て３億年前に封じ込めた二酸化炭素を現在に解放ししているわけです。地球温

暖化のスピードははるか昔の１０倍とか１００倍とか言われています。地球上の

生物の活動で数千万年とか数億年で環境が変わってきますが今は数百年で激

変することが心配されているわけです。 

Ｗｅｂ辞書のウイキペディアなど参考にしました。 
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【編集後記】 

今月号は、特集原稿は狩野和司さん、写真は宮崎博さんと私のを掲載しまし

た。ご質問等はライングループやメールでお問い合わせください。 

ウィルスワクチンも5回目を迎えましたね。          （こば） 
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